
○SPカッター切断可能材料一覧
No 規格 サイズ[㎜] 切断結果 正しい挟み方 駄目な挟み方 説明

1
丸鋼

鉄筋コンクリート用棒鋼
（JIS規格品）

Φ16 ○ ・可能な限り奥で咥える事で、跳ねずに切断する事が可能。

2
丸鋼

鉄筋コンクリート用棒鋼
（JIS規格品）

Φ18 ○ ・可能な限り奥で咥える事で、跳ねずに切断する事が可能。

D-10 ○ ・可能な限り奥で咥える事で、跳ねずに切断する事が可能。

D-10
複数切断(5本まで可) ○ ・5本まで可能。それ以上は切断不良、刃の破損の恐れが有る。

・咥える時は束にせず、1列に揃えて切断する。

D-13 ○ ・可能な限り奥で咥える事で、跳ねずに切断する事が可能。

D-13
複数切断(3本まで可) ○ ・3本まで可能。それ以上は切断不良、刃の破損の恐れがある。

・咥える時は束にせず、1列に揃えて切断する。

5
LGS 補強材

壁下地材
（一般品）

100 型
100×50×20×t1.4 ○ ・⻑方形形状の鋼材は横向きなるように咥える。

・可能な限り奥で咥えて切断する。
・サイズが大きい物や、鋼材が厚い物はインチングしながら切断する事で、
機械の傾きを抑える事が出来る。

6
LGS スタッド

壁下地材
（JIS規格品）

WS-65
65×45×t0.8 ○ ・⻑方形形状の鋼材は横向きなるように咥える。

・可能な限り奥で咥えて切断する。

7
LGS 補強材

壁下地材
（JIS規格品）

WLG 65×30
65×30×10×t2.3 ○ ・⻑方形形状の鋼材は横向きなるように咥える。

・可能な限り奥で咥えて切断する。
・サイズが大きい物や、鋼材が厚い物はインチングしながら切断する事で、
機械の傾き発生を抑える事が出来る。

8
LGS スタッド
+ LGS 補強材
（JIS規格品）

WS-65
65×45×t0.8

+ WLG 65×30
65×30×10×t2.3

○ ・⻑方形形状の鋼材は横向きなるように咥える。
・可能な限り奥で咥えて切断する。
・サイズが大きい物や、鋼材が厚い物はインチングしながら切断する事で、
機械の傾き発生を抑える事が出来る。

9
リップ溝形鋼

一般構造用軽量形鋼
（JIS規格品）

C60×30×10×t2.3 ○ ・⻑方形形状の鋼材は横向きなるように咥える。
・可能な限り奥で咥えて切断する。
・サイズが大きい物や、鋼材が厚い物はインチングしながら切断する事で、
機械の傾き発生を抑える事が出来る。

10
リップ溝形鋼

一般構造用軽量形鋼
（JIS規格品）

C75×45×15×t2.3 ○ ・⻑方形形状の鋼材は横向きなるように咥える。
・可能な限り奥で咥えて切断する。
・サイズが大きい物や、鋼材が厚い物はインチングしながら切断する事で、
機械の傾き発生を抑える事が出来る。

11
リップ溝形鋼

一般構造用軽量形鋼
（JIS規格品）

C100×50×20×t2.3 ○ ・⻑方形形状の鋼材は横向きなるように咥える。
・可能な限り奥で咥えて切断する。
・サイズが大きい物や、鋼材が厚い物はインチングしながら切断する事で、
機械の傾きを抑える事が出来る。

12
リップ溝形鋼

一般構造用軽量形鋼
（JIS規格品）

C100×50×20×t3.2 ○ ・⻑方形形状の鋼材は横向きなるように咥える。
・可能な限り奥で咥えて切断する。
・サイズが大きい物や、鋼材が厚い物はインチングしながら切断する事で、
機械の傾き発生を抑える事が出来る。

13
丸パイプ(鉄)

機械構造用炭素鋼鋼管
（JIS規格品）

STKM
Φ19.1×t1.6 ○ ・可能な限り奥で咥えて切断する。中央付近や前側で切断すると、カッター

が傾き、刃の破損のおそれがある。

14
丸パイプ(鉄)

機械構造用炭素鋼鋼管
（JIS規格品）

STKM
Φ31.8×t1.6 ○ ・可能な限り奥で咥えて切断する。中央付近や前側で切断すると、カッター

が傾き、刃の破損のおそれがある。

15
丸パイプ(ステン)

構造用ステンレス鋼管
（一般品）

Φ32×t1.5 △ ・可能な限り奥で咥えて切断する。中央付近や前側で切断すると、カッター
が傾き、刃の破損のおそれがある。

3

4

異形鉄筋
鉄筋コンクリート用

異径鋼棒
（JIS規格品）

異形鉄筋
鉄筋コンクリート用

異径鋼棒
（JIS規格品）
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16
単管パイプ

一般構造用炭素鋼鋼管
（JIS規格品）

STK400 40A
Φ48.6×t2.3 ○ ・可能な限り奥で咥えて切断する。中央付近や前側で切断すると、カッター

が傾き、刃の破損のおそれがある。

17
SGP管、ガス管
配管用炭素鋼管
（JIS規格品）

SGP 80A
Φ89.1×t4.2 × ・切断不可。刃の破損のおそれがある為、切断しないでください。

18
SGP管、ガス管
配管用炭素鋼管
（JIS規格品）

SGP 125A
Φ139.8×t4.5 × ・切断不可。刃の破損のおそれがある為、切断しないでください。

19
角パイプ(鉄)

一般構造用角型鋼管
（一般品）

STKMR
□25×25×t2.3 ○ ・可能な限り奥で咥えて切断する。

20
角パイプ(鉄)

一般構造用角型鋼管
（JIS規格品）

STKR
□50×20×t1.6 ○ ・⻑方形形状の鋼材は横向きなるように咥える。

・可能な限り奥で咥えて切断する。
・サイズが大きい物や、鋼材が厚い物はインチングしながら切断する事で、
機械の傾き発生を抑える事が出来る。

21
角パイプ(鉄)

一般構造用角型鋼管
（JIS規格品）

STKR
□60×60×t1.6 ○ ・面に対して直角に咥えず、必ず斜めに咥える。切断面は平らな直線状にな

るのが望ましい。

22
角パイプ(鉄)

一般構造用角型鋼管
（JIS規格品）

STKR
□60×60×t2.3 ○ ・面に対して直角に咥えず、必ず斜めに咥える。切断面は平らな直線状にな

るのが望ましい。
・サイズが大きい物や、鋼材が厚い物はインチングしながら切断する事で、
機械の傾き発生を抑える事が出来る。

23
角パイプ(鉄)

一般構造用角型鋼管
（JIS規格品）

STKR
□100×100×t2.3 ×

・切断出来たが、サイズが大きいので負荷も大きく、斜めに咥えなければ切
断出来ない事から、刃の破損を起こしやすい為、切断してはいけない材料と
認定する。
・どうしても切断しなければならない場合は、面に対して直角に咥えず、必
ず斜めに咥えて切断する。

24
角パイプ(鉄)

一般構造用角型鋼管
（JIS規格品）

STKR
□100×100×t3.2 × ・切断不可。刃の破損のおそれがある為、切断しないでください。

25
チャンネル(鉄)

溝形鋼
（JIS規格品）

[100×50×5×7.5 × ・切断不可。刃の破損のおそれがある為、切断しないでください。

26
Hビーム(鉄)

H型鋼
（JIS規格品）

H100×100×6×8 × ・切断不可。刃の破損のおそれがある為、切断しないでください。

27
L字アングル(鉄)

等辺山形鋼
（JIS規格品）

L50×50×t6 ○ ・山を上向きに配置し、横から咥え込む。切断後にアングルが開く方向に咥
えて切断する。
・切断時に重なる方向に咥えると、刃の破損のおそれがある。

28
L字アングル(鉄)

等辺山形鋼
（JIS規格品）

L100×100×t7 × ・切断不可。刃の破損のおそれがある為、切断しないでください。

29
L字アングル(ステン)

等辺山形鋼
（JIS規格品）

L40×40×t3 △ ・山を上向きに配置し、横から咥え込む。切断後にアングルが開く方向に咥
えて切断する。

30
フラットバー(鉄)

一般構造用圧延鋼材
（一般品）

50×t6 ○ ・刃に対して平行に咥える。この時、可能な限り奥で咥えて切断する

31
フラットバー(ステン)

ステンレス鋼板
（一般品）

50×t6 × ・切断不可。刃の破損のおそれがある為、切断しないでください。

※注意事項
・記載がない材料の切断は弊社担当者、または下記の相談窓口までお問い合わせください。

TEL:03-6429-7172


